基調講演 「スポーツの持つ力 : ロンドンオリンピックから考えるスポーツの好循環」(専修大学社会体育研究所公開シンポジウム2012，スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2012年10月29日開催) by 鈴木 寛










































































































































も 1964 年生まれです。1964 年、私も記憶
がありません。東京オリンピックが行われた
という記録しか知りません。その東京オリン
ピックが開催された 3 年前、1961年に日本は
スポーツ振興法というものを作り、1964 年に
オリンピックを開催しました。それから 50 年、
同じ月に、偶然ですが、スポーツ基本法を超
党派で成立させることができました。今日は、
そのエッセンスを申し上げますが、改正のポ
イントの一つは、スポーツ振興法を基本法に
変えたことです。それから、スポーツのコア
ということを、シンポジウムでもやってきたと
思いますが、スポーツの持っている価値、ス
ポーツ振興法の頃は、単に「国威発揚」といっ
た、そういうものにスポーツを使っていました。
それの否定はしません。しかし今回のスポー
ツ基本法はそんな単純なものではなく、色々
な意味を含んでいます。特にスポーツ権です
ね。スポーツをする権利、スポーツを観る権
利、スポーツを支える権利。こういうスポー
ツを権利として考えていこうということを重視
したのです。スポーツを何のためにやるのか、
何のために振興するのか。スポーツを通じて
皆さんが幸せで豊かな生活を営むために、ス
ポーツがど真ん中にある、ということです。
　憲法 25 条があります。健康で文化的な国
民生活を実現するということですね。これは、
社会権です。健康と文化が交わる、集合す
る、健康と文化のど真ん中にあるのがスポー
ツなのです。社会権を実現するために、スポー
ツがど真ん中にあり続けていこうということで
す。そういうことの中から、もうひとつのキー
ワ ドーとして好循環があります。これまでは
トップアスリー ト、金メダルを目指す人を推進
するのか、それとも地域スポーツ、老若男女
が楽しむ生涯スポーツ、これを振興するのか
どっちなのか、そういう話がありました。答え
は、どちらも、です。トップアスリー トが活躍
することで日本中が盛り上がる、日本の子ど
もたち若者たち、お年寄りももう一度スポー
ツやってみようかな、と思うでしょう。トップ
アスリ トーが活躍すると裾野が広がります。
そして、裾野が広がると、強くなるんですね。
強い選手は小学生の頃から、中学生の頃から、
トップを目指します。そういう人が多ければ多
いほど競技全体も強くなります。そして、そ
の目指す子供たちが、いい指導者にいち早く
会えます、そして計画的な、切れ目のない指
導を受ければ、トップアスリー トを目指す層が
厚くなる。層が厚くなると、強くなる。そして
また、トップアスリ トーが活躍すると裾野が
広がる。こういう循環になるのです。
　もちろん、この中にはセカンドキャリアはど
うなるんだ、という問題もありますが、基本
的にはこういうことです。
　この好循環のもう一つのポイントとして、
スポーツ振興法について 1990 年代くらいま
では、日本のスポーツを担ってくれた大きな
二つの存在があります。一つは企業、実業団
スポーツです。それともう一つは、学校スポー
ツです。1990 年代に入って、企業が不況に
なってきます。実業団の廃部が続きます。こ
れがスポーツ振興の危機の一つです。学校
教育、クラブというのがありますが、今は少
子化で子供が少なくなっています。１学年に
2クラス、場合によっては1クラス。そうすると、
一つの中学校で野球部もサッカー部もバレー
部も……と多くのクラブを揃える事が出来な
くなってきています。それと少子化で、体育
の先生になる人の数が減ります。こうすると、
部活ができない。たまたまある地域に生まれ
てしまったら、やりたい種目がないスポーツク
ラブばかりだった。これではスポーツの権利
が実現されないわけですね。
　どんな地域に育っても、どんな家庭に生ま
れてもスポーツができる環境を作る、これも
スポーツをする権利です。そのためには、学
校だけでは十分ではない。もちろん学校もこ
れからどんどん活用しますが、もっと広い地
域、中学校、市単位の総合型スポーツクラ
ブ、そこに行けばいろんな種目ができる。企
業と学校が中心となっていたスポーツが、こ
うしたコミュニティの中のクラブにも担い手
になってもらいたい。しかし、その時、クラ
ブだけでは負担が大きい。そこで注目したの
が大学です。大学には素晴らしい人材、ノウ
ハウがあります。専修大学の社会体育研究
所の持っている、メダル戦略と、そのスポー
ツ戦略案は世界レベルです。大学はいろいろ
なファシリティを持っています。こういったス
ポーツを担う場所、環境づくりを 50 年ぶりに
見直していかなければいけませんね、と議論
をしているところです。そして、それを束ねる
役所としてスポーツ庁を作ろうといった議論
が、50 年ぶりに法律まで変わって、その一巡
目の今年、ロンドンオリンピックで華 し々い再
スタ トーを切れて、そして今、2020 年のオリ
ンピック・パラリンピック招致に向けて頑張っ
ています。
　今、日本人が心を一つにできるものはそう
多くはありません。その大事なものの一つが
スポーツです。そういう意味で、オリンピック・
パラリンピック招致をやっていきますし、これ
からスポーツ政策をもっと社会の中心に置き、
国家戦略に位置付けていこうということで頑
張っているところです。これで私の基調講演
にかえさせていただきます。
